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11/22は、絶好のマラソン日和に恵まれながら校内駅伝大会を実施いたしました。

地域の皆様に、子どもたちが走る姿を見て元気と活力を出して頂くのと、古道小の伝統を新しい都路小へとタ

スキに想いを込めてつないでいって欲しいという願いもあって、校内マラソン大会に替えて実施しました。

沿道の皆様の応援旗（子どもたちの手作り）を振りながらの温かい声援は、子どもたちの走る力になり、チームのために最後まで

頑張ろう、しっかりつないでいこう、という気持ちを後押しし、最後まであきらめずに走る姿がどの子にも見られました。

駅伝がスムーズに実施できるようご協力頂きました、「すずらん隊」、「復興応援隊」の皆様、都路駐

在所の児玉様、保護者や地域の皆様にに改めて感謝申し上げます。ありがとうございました。

11 日には、都路町音楽祭を都路中で開催いたしました。朝から雨天

で寒い中での音楽祭でしたが、子どもたちは練習の成果を十分に発揮す

る元気の良さで、「和太鼓」演奏、「ふるさと」の合唱、そして、「古道小学校校歌」の合唱を披露し

ました。

特に、校歌の合唱では、古道小、岩井沢小、都路中の子たち全員が「古道小学校校歌」「岩井沢小

学校校歌」を歌いました。避難中一緒の学校で生活した仲間だからこそ、互いの学校の校歌もよく覚

えていたのだなと、感極まりました。

都路小開校後もチームワークよく進めていけることを確信した瞬間でもありました。

特別演奏では、普段はソロで演奏することが多い「和楽」の第一人者が集まった豪華な演奏も聴くことができました。



11/17 に田村市文化センターで「第８回田村市小学校童謡唱歌音楽祭」が開

催され、本校の４年生と岩井沢小の３・４年生が一緒に「里の秋」「村祭り」

の２曲の合唱を披露しました。

今年は「都路民話の会」の皆さんが、幕間に民話の

語りをしてくださったので、より一層、日本語の美し

さやリズム、郷愁感を味わうことができました。

11/2 に、都路民話の会

の皆様にお越し頂き、

１・２年生が楽しい民話の語りを聞かせていただき

ました。

地域に伝わる動物の話、火男（ひょっとこ）の話

など、子どもたちは目を輝かせて聞いていました。

民話の会の皆

様には、11/17 に

開催された第８

回田村市童謡・

唱歌音楽祭でも、

ボランティアで

民話の語りをし

て頂きました。

ありがとうございました。

学校や家庭にも暖房が入っ

た頃に合わせて、11/7 に、避

難訓練を実施いたしました。

予告なしの訓練にも関わら

ず、子どもたちは落ち着いて

避難できました。

その後、郡山広域消防都路

分署の方々に講話をいただき、代表児童による消火訓

練を行いました。

避難訓練に合わせて

実施した引き渡し訓練

では、たくさんの保護

者の方々にご協力をい

ただきました。

ご多用の中ありがとうございます。

11/8 に、長年に亘って母校である古道小学校にご寄付を続け

て下さっている渡辺チイ子さんが、来校いたしました。

前回は子どもたち一人一人と握手をして触れ合いましたが、今回は都路地区音楽祭に向けて練習を重ねてきた３・４・５

年生による「和太鼓」の演奏と、全校児童による合唱「ふるさと」「校歌」をチイ子さんへプレゼントしました。

子どもたちのサプライズ・プレゼント

はチイ子さんも大変感動し、涙ぐむほど、

素晴らしい演奏・合奏でした。

チイ子さんの古道小や都路町に対する

温かい思いやりの心は、都路小へも伝え

ていきたいと思います。

渡辺チイ子さんを囲んでの記念写真


